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実験動物には従来の教窒の産準関値に関する成績と比較する為，特に 10kg 内外の成犬を使用した。 5
千倍から 13万倍の稀薄昇采水を用いて両側橋核を破壊し，約 3 週間の後に10%カルヂアゾールを股静脈に
注入して痘欝関値を測定し， 次いで運動領野の電気刺激(条件は周波数60cjs ， パルス巾 10msec の矩形
波刺激で 5 秒通電を行い，電圧を可変とした)を行って皮質性電気感箪の関値を測定した。
橋核破壊犬ではカルヂアゾール痕準関値は平均 0.16ccjkg であった。(正常犬0.10""0. 12ccjkg)。皮
質性電気痘箪関値は平均 8.2V であった(正常犬 5.8V) 。
B. 橋核焦点性痘撃
次に橋核の刺激実験を行った。実験動物には 3kg 内外の成猫を使用した。橋核の局所刺激には2.5%硝
酸ストリヒニン， 10%カルヂアゾール， 40%硫酸ニコチンの 3 薬剤を使用し， 1 側橋核内に注入した口先
ず各薬剤による痘肇誘発関量を測定し，発現する建撃の様相を肉眼的並びに筋電図によって観察した。更
にその際の脳内興奮過程を脳波的に検討した。即ち頭皮誘導の他，深部電極を尾状核，淡蒼球，屑桃核，







激側の万へ旋回或いは体軸が刺激側凹の強制姿位をとった後，四肢にTK， KK 次いでLK が出現した。
それは刺激対側肢に始発し，且つ痘撃も強い傾向を有した。潜時(薬液注入終了後より痘単発現までの時
間)は 1 秒から 2 分15秒であり，痘肇持続時間は 1 分から 30分であった。筋電図所見は先ずT型放電が出
現し，続いて約 1 c/sのC型放電となって終了した。
建箪l乙際して認められる発作波は spike burst 或いは rhythmic oscillation であった。こ}の rhythmic




カルヂアゾール 0.05--0.08cc を 1 側橋核内に注入すると産撃を誘発する事が出来た。痩撃の様相はス
トリヒンの場合と略々同様であるが， TK は余り強く出現しなかった。潜!時は O 秒から 1 分15秒，盛欝持
続時間は18秒から 9 分であった。
産準に際しての発作波は spike burst であり，刺激同側赤核，対側橋核，更に小脳，対側赤核及び橋網
様体に波及した。
3) ニコチン痘壇
ニコチン 0.03cc を 1 側橋核内に注入すると癌離を誘発する事が出来た。痘輩、の様相は本質的には前 2
薬剤の場合と同様であるが， KK を示す事が多く，且つ部分癌撃も多くの例に認められた。潜時は O秒か







時は 1 肢或いは 2 肢の部分痘撃であり，強い時はTK ， KK , LK の 3 様相を備えて来るが，一般に刺激対
側肢に強かった。尚橋核の興奮が非常に弱い時は刺激側への旋凶運動のみが認められた。
3) 橋核焦点性虚撃に際しての発作波は spike burst 或いは rhythmic oscillation であった。そして痘撃
の強直期，間代期に対応する波形の変化は認められなかった。その波及は刺激同側赤核に最も強く，対側













に 5 千倍から 13万倍の種々濃度稀薄昇京水を微量注入して破壊を行った後，ー 10%カルヂア、ノ、ーノレの股静脈
注射及び運動領野の電気刺戟(周波数10c/s，パルス rjJ10msec の矩形波で 5 秒通電，電圧を可変とす)を
行って各々の痘箪関値を測定した。その結果橋核破壊犬ではカルヂ、サゾール痘箪闘値は平均0.16cc/kg(正




10~ぢカルヂアゾール， 40%硫酸ニコチンの 3 薬剤を用い，各々 1 側橋核内に注入した。そして各薬剤によ
る煙壁誘発関量を測定し，虚準様相の観察，筋電図測定，皮質及ひ守深部誘導によって脳波的追求を行った。
A) ストリヒニン虚撃
ストリヒニンO. 02~0. 03ccを 1 側橋核内に注入する事により痘箪を誘発する事が出来た口その様相は強
直性痘撃，間代性痘撃次いで歩行様痘撃であった。それは刺戟対側肢に始発し，且つ刺戟対側の方が強い
傾向を有した。




カルヂアゾーノレO. 05~0. 08ccを 1 側橋核内に注入する事により痘撃を誘発しえた。その様相はストリヒ
ニンの場合と略々同様であるが，強直性感撃は余り強く出現しない。発作波は spike burst であり，刺戟
同側赤核，対側橋核，更に小脳，対側赤核及び橋網様体に波及する事を明らかにした。
C) ニコチン痘撃
ニコチン 0.03cc を 1 側橋核内に注入する事により塵撃を誘発しえた。その様相は間代性癌箪を示す事
が多かった。発作波は spike burst であり，波及はカルヂアゾールの場合と同様であった。
以上の如く著者は先ず橋核破壊実験の成績よれ橋核が全脳性摩肇或いは皮質性痘箪に対しである程度
関与する事を明らかにし，次に刺戟実験の成績から，橋核からも塵撃誘発が可能であり，発作波の波及は
刺戟同側の赤核に最も強いと結論した。
本研究は従来全く不明であった，産単に対する橋核の持つ意義を明らかにした点に於て，痘撃の病態生
理の解明に寄与し，臨床的にも示唆する所が多いと認める。
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